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7．応用・総合

第３時限　15：00～16：30（90分）

令和５年11月19日実施

令和５年度

機械設計技術者試験
２級　試験問題Ⅲ

主催：一般社団法人　日本機械設計工業会
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〔 7 .  応 用・ 総 合〕

1 図は、巻上げ装置の基本概略図を示す。
主仕様	 つり上げ質量　M＝ 500 kg
	 つり上げ速度　V＝ 10 m/min
	 ドラム直径　D＝ 500 mm
	 GM（ギヤードモータ）のモータ回転速度　N＝ 1500 min-1

	 平歯車の減速比  io ＝ 1/2
	 機械効率　η＝ 0.8（機構全体の機械効率）
	 重力加速度　ɡ ＝ 9.81 m/s2

下記の設問（１）～（４）に答えよ。
ただし、ドラム、歯車、つり上げワイヤの質量、慣性モーメントは無視する。

（１）�GM（ギヤードモータ）のモータの必要出力［kW］を求め、その計算をもとに適正な値
を〔数値群〕より 1つを選択せよ。
〔数値群〕単位：kW
① 0.4　　　② 1.5　　　③ 3.7　　　④ 5.5　　　⑤ 7.5

（２）�GMの減速比を求めよ。
（３）�GMのモータの定格出力から GM出力軸のトルクを求めよ。
（４）�つり上げ質量から平歯車を介した GMの出力軸に加わる実トルクを求めよ。
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2 図は、液体の貯槽図である。

下記の設問（１）～（４）について答えよ。ただし、重力加速度は、g ＝ 9.81 m/s2 とする。
（１）�液体の密度を 1 ɡ/cm3 として、蓋が閉止状態のとき、蓋に加わる最大荷重を求めよ。
（２）�エアシリンダの必要ストローク、および、必要内径を求めよ。

ただし、エア圧 0.5  MPa、負荷率η＝ 50 ％、開閉角度 90°とする。シリンダ内径は
下記〔数値群〕の標準径より選択せよ。
〔数値群〕単位：mm
① φ80　　　② φ100　　　③ φ140　　　④ φ160　　　⑤ φ180

（３）�蓋が閉止状態のとき、蓋の支点ピンに加わる合成荷重を求めよ。
（４）�前問（３）で求めた荷重により、ピン径を求めよ。ただし、ピンはせん断のみを受け

るものとし、ピン材の許容せん断応力τ＝ 20 MPa とする。
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3 図は、壁掛けクレーンの概略図である。
荷を吊るホイストは、ジブアームの A点から B点の間を移動する。吊り荷重、ホイスト等の
全荷重P＝ 19 kNである。荷重係数は1として、装置の質量は考慮しないものとする。なお、
部材の交点はピン結合とみなすものとする。

下記の設問（１）～（３）に答えよ。
（１）�ホイストが A点にあるとき、

１）ジブアームに加わる最大モーメントを求めよ。
２）ジブアームに加わる圧縮力を求めよ。
３）つり材に加わる引張力を求めよ。
４）D点、E点に加わる力を求めよ。

（２）�上部（D点）と下部（E点）の軸受箱に適した軸受を次の〔語句群〕の中から選び、	
それぞれの番号を解答欄に記入せよ。また、その選択理由を述べよ。
〔語句群〕
① 深溝玉軸受　　　② 円すいころ軸受　　　③ スラスト玉軸受

（３）�つり材は棒鋼とし、その直径を計算で求めよ。ただし、許容応力σ＝ 120 MPa として、
下記の〔数値群〕より選択せよ。
〔数値群〕単位：mm
① φ20　　　② φ25　　　③ φ32　　　④ φ40　　　⑤ φ50
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